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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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炭素繊維強化プラスチック－面内せん断試験方法 
－第 2 部：ダブル V-ノッチせん断法 

Carbon fiber reinforced plastics-Testing methods for in-plane shear 
properties-Part 2: Double V-notch shear method 

 
1 適用範囲 

この規格は，炭素繊維強化プラスチックの面内せん断強さ，面内せん断破壊ひずみ及び面内せん断弾性

率を，ダブル V ノッチ付き試験片を用いた面内せん断試験（イオシペスク試験）によって求める方法につ

いて規定する。 

この規格は，一方向強化（UD）材，一方向強化層又は織物強化層から構成される積層板（直交積層材，

擬似等方積層材など）に適用する。 

警告 この規格の利用者は，通常の試験室での作業に精通している者とする。この規格は，その使用

に関連して起こる全ての安全上の問題を取り扱おうとするものではない。この規格の利用者は，

各自の責任において安全及び健康に対する適切な措置をとらなければならない。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 7184 測定投影機 

JIS B 7502 マイクロメータ 

JIS B 7507 ノギス 

JIS K 7010 繊維強化プラスチック用語 

JIS K 7016-1 繊維強化プラスチック－試験板の作り方－第 1 部：総則 

JIS K 7072 炭素繊維強化プラスチックの試料の作製方法 

JIS K 7100 プラスチック－状態調節及び試験のための標準雰囲気 

JIS K 7144 プラスチック－機械加工による試験片の調製 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS K 7010 によるほか，次による。 

3.1 

ダミー試験片 

試験片と寸法（幅及び長さ）とが同寸法の位置決めに用いるダミーの試験片。 

 


